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①

②

③

■受益者負担金制度とは

　公共下水道の建設には多額の資金が必要です。 大部分は国

と市が公費で負担しますが、 公共下水道が整備されることによ

って直接利用できる区域の皆さんにも、 一部を負担していただ

く制度です。下水道の早期普及のため、ご協力をお願いします。

■受益者負担金を負担していただく区域

　①万田字平原の一部区域

　②一部字五郎丸の一部地域

　③国道 389 号線の一部蔵満外磯、 大久保、 牛水西北原の　

　　 一部地域

※ 22 年度に負担金の対象地域となる土地の所有者には、 地

籍などを記入した 「下水道受益者申請書」 をお送りしています

ので、 必要事項を記入のうえ申告してください。

■申告期限　5 月 12 日 （水）

[ 問 ] 下水道課☎ 64-2700

下水道受益者負担金
平成 22 年度に負担していただく地域をお知らせします

　

本
市
の
個
性
的
な
地
域
文
化
の
創
造
や
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
文
化
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
予
算
の
範

囲
内
で
、
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
た
文
化
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

●
助
成
対
象
事
業

平
成
22
年
度
に
自
ら
企
画
し
て

実
施
す
る
次
の
表
の
事
業
で
、

広
く
市
民
に
公
開

・
公
表
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
当
該
年
度

に
申
請
で
き
る
事
業
は
、
１
団
体

に
つ
き
１
事
業
で
す
。

活動発表事業

複数の団体の共同作業や新たに実行委員会を
作るなどして、従来の活動の枠を超えて行わ
れる発表会などの事業。ただし、特定の流派、
会員、個展等に関わる事業は、対象外とします。

文化情報事業
文化を紹介するビデオ・パンフレット等の制
作発行で、文化情報の発信に寄与する事業。

人材育成・交流事業
文化的な活動として開催される研究会、フォ
ーラム等で人材育成や交流を目的とする事業。

その他の事業
文化によるまちづくりの振興に寄与するもの
で、市長が特に必要と認める事業。

※恒常的な活動、 営利目的の活動、 政治 ・ 宗教活動などは対象外

●
助
成
対
象
者

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の

本
拠
を
有
す
る
団
体

②
助
成
対
象
事
業
を
完
了
で
き

る
見
込
み
が
あ
る
団
体

●
助
成
金
の
額

当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
３

分
の
２
と
し
、
限
度
額
を
50
万

円
と
し
ま
す
。

※
入
場
料
、
補
助
金
、
そ
の
他

（
広
告
料
な
ど
）
収
入
は
、
事
業

に
要
す
る
経
費
か
ら
差
し
引
き

ま
す
。

※
食
糧
費
、
メ
ン
バ
ー
の
旅
費

・

賃
金
な
ど
は
原
則
対
象
外
と
し

ま
す
。

●
助
成
金
の
交
付

　

事
業
完
了
時
に
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
の
性
格
上
適
当
と

認
め
る
場
合
は
、
概
算
払
い

（
前

払
い
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間　

４
月
15
日

（
木
）

～
30
日

（
金
）

[

申
・
問]

政
策
企
画
課　

☎

63

・
１
２
７
４

海達公子 「児童文学の栞」 作成事業

●団体　一般社団法人　海達公子顕彰会

●事業目的　荒尾が誇る少女詩人 「海達公子」 の作品を多くの人に知って

　 もらうことで青少年の感性の涵養と観光客の増加など、 地域の活性化を目

　 的としています。

●総事業費　775,000 円　　●助成金交付決定額　500,000 円　

●作成部数　5,000 部

平成 21 年度　荒尾市文化振興基金活用事業紹介

荒
尾
市
文
化
振
興
基
金
活
用
事
業
を
募
集
し
ま
す

児
童
文
学
の
栞

▲
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行
政
協
力
員
を
委
嘱
し
ま

し
た

　

平
成
22
年
４
月
１
日
付
け
で
、

新
た
に
次
の
人
を
行
政
協
力
員
と

し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。
（敬
称
略
）

【
境
崎
中
】

吉
川　

一
幸　
　

☎
62

・
４
０
２
９

【
辻
町
】

前
田　

憲
作　
　

☎
64

・
０
０
１
５

【
大
和
２
】

民
長　

美
津
枝　

☎
68
・
０
６
３
２

　

前
任
者
に
は
長
い
間
ご
協
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

[

問]

総
務
課
☎
63

・
１
２
０
９

市
教
育
事
務
管
理
・
執
行
の

点
検
と
評
価
を
実
施
、
報
告

書
を
公
表
（
20
年
度
分
）

　

本
市
の
教
育
に
関
す
る
事
務
の

管
理
と
執
行
の
状
況

（
20
年
度

分
）
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
で

は
、
点
検
と
評
価
を
行
い
、
報

告
書(

本
編
68
ペ
ー
ジ･

資
料
編

37
ペ
ー
ジ)

を
作
成
し
、
議
会
に

提
出
し
ま
し
た
。

　

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
」
で
、
報

告
書
を
作
成
し
市
議
会
に
提
出

す
る
と
と
も
に
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
書
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の

施
設
に
常
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
市
立
図
書
館･

中
央
公
民
館　

○

文
化
セ
ン
タ
ー　

○
万
田
炭
鉱
館　

○
メ
デ
ィ
ア
交
流
館　

○
み
ど
り
蒼

生
館　

○
小
岱
工
芸
館　

○
観
光

物
産
館　

○
宮
崎
兄
弟
の
生
家　

○

教
育
委
員
会
事
務
局

（東
棟
２
階
）

　

○
市
役
所
総
合
案
内

（１
階
）

[

問]

教

育

振

興

課
☎
63

・

１
６
５
９

く

ら

し

の

情

報

29
日
（
木
・
祝
）
は
燃
え
る

ご
み
の
収
集
が
あ
り
ま
す

　

29
日

（
木
）
「
昭
和
の
日
」
と
、

３
日

（
月
）
「
憲
法
記
念
日
」
と

連
続
し
て
収
集
が
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
29
日

（
木
）
は

『
燃

え
る
ご
み
の
収
集
』
を
行
い
ま
す
。

午
前
８
時
30
分
ま
で
に
収
集
路

線
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
年
間
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
地
域
…
通
常
月
曜
・
木

曜
収
集
す
る
区
域

※
一
小
、
二
小
、
有
明
小
、
平

井
小
、
緑
ケ
丘
小

（
旧
四
小
校

区
）
、
緑
ケ
丘
小

（
旧
緑
ケ
丘
小
）

校
区

【
大
東
区
、
新
大
和
区
、

向
陽
台
区
を
除
き
ま
す
】

[

問]

環
境
保
全
課

☎
63

𢹂

１
３
７
０
、
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
東

宮
内　

☎
62

・
０
６
４
７

　

「
元
気
な
荒
尾

・
力
強
い
荒

尾
」
を
目
指
し
て
、
市
長
が

地
域
へ
出
向
い
て
皆
さ
ん
と
身

近
に
語
り
合
い
、
市
政
に
対

す
る
意
見
や
提
言
を
お
聴
き

し
、
懇
談
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
22
日

（
木
）
、

午
後
７
時
～

●
場
所　

働
く
女
性
の
家

（
エ

ポ
ッ
ク･

荒
尾
）

[

問]

秘
書
広
報
課 

☎
63

・

１
６
２
０

「市長と
〝まちづくり談義〟」

一小校区で
開催します

　

４
月
１
日
号
の
広
報
で
、
次
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
７
ペ
ー
ジ　

末
尾
行
か
ら
11
行

目
文
中　

入
学
式
の
日
付

誤　

４
月
８
日

（木
）

正　

４
月
９
日

（金
）

●
23
ペ
ー
ジ　

別
表
１　

接
種
期
間

の
第
４
期

誤　

平
成
４
年
4
月
２
日

～
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

正　

平
成
４
年
４
月
２
日

～
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

●
最
終
ペ
ー
ジ　

４
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

・
13
日

（
火
）　

誤　

旧
四
小
リ
サ
イ
ク
ル
（実
施
な
し
）

正　

三
小
リ
サ
イ
ク
ル

・
20
日

（
火
）

誤　

三
小
リ
サ
イ
ク
ル
（
実
施
な
し
）

正　

旧
四
小
リ
サ
イ
ク
ル

・
21
日

（
水
）

誤　

桜
山
小
リ
サ
イ
ク
ル
（実
施
な
し
）

正　

桜
山
小
リ
サ
イ
ク
ル
は
28
日

（
水
）
に
実
施
し
ま
す

お
詫
び
と
訂
正

有
明
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
ダ
イ

ヤ
を
改
正
し
ま
し
た

　

高
速
道
路
料
金
割
引
の
影
響

を
受
け
、
運
航
体
制
の
効
率
化

や
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
経
費
削
減
と
合

理
化
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
４
月

１
日
か
ら
は
更
に
運
航
ダ
イ
ヤ
を

改
正
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
安

全
、
便
利
で
快
適
な
運
航
を
確

保
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

[

問]

有
明
海
自
動
車
航
送
船
組

合　

☎
０
９
５
７
・
78
・
２
１
０
５


